
 ⽇本学校教育学会実践研究委員会では、オープン実践研究会を開催して、学会会員以外の
学校現場の実践者や研究者が共に語り合い、優れた実践を⽬指す活動を展開しています。
 第1回オープン実践研究会は上記のテーマで、⼩・中・⾼の校種の現場の先⽣⽅の実践を
聞き、⼩グループに分かれて討論した後、全体で意⾒を交換して「ESD・SDGs等の実践を
通して児童⽣徒はどう変容し、学校はどう変われるか」についての議論を深めていきたいと
考えております。多くの⽅々のご参加をお待ちしております。

１.⽇時  � 
２.⽅法  Z00Mによるオンラインミーティング
３.コーディネーター  ⽯森 広美（北海道教育⼤学）
４.実践発表者  ⼭⽥ 修（名古屋市⽴⻄福⽥⼩学校教諭）
        �若森 達哉（奈良教育⼤学附属中学校教諭）
        �関⼝ 聡（宮城県⿅島台商業⾼等学校教頭）
５.参加者定員  先着50名まで ※参加費無料
６.申し込み⽅法
  以下のURL、または右下のQRコードから3⽉8⽇(⽔)までにお申し込みください。
 ＊申し込みフォームURL   

3/11
13:30 ~ 16:00

オンライン開催

　　　　　　　　　
　実践研究委員会委員長　中山　博夫（目白大学）nakayama@mejiro.ac.jp
 ＊申し込み完了後、研究会前⽇までにZoomのURLをメールでお送りいたします。
 ＊なお、Zoom研究会を録画し、後⽇ネット上で公開しますこと、ご了解ください。

第1回 オープン実践研究会
⽇本学校教育学会・実践研究委員会�主催

〈テーマ〉

学校教育における国際理解教育の可能性を問う
　　～ESD・SDGs等の実践を通して児童生徒はどう変容し、学校はどう変われるか～

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeK0AyenGpIHUcFsDf6y6a8FLCgFQyAiDJs48cuO_8ECionUw/viewform?usp=sf_link

【研究会概要】

2023年3⽉11⽇(⼟)�13:30∼16:002023年3⽉11⽇(⼟)�13:30∼16:002023年3⽉11⽇(⼟)�13:30∼16:00���

【問い合わせ先】（プレ・オープン実践研究会と同じ）

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeK0AyenGpIHUcFsDf6y6a8FLCgFQyAiDJs48cuO_8ECionUw/viewform?usp=sf_link

